
施設環境部 
インフラ⻑寿命化計画（⾏動計画・個別施設計画）について 

 
◆背景 
  平成２４年１２⽉の中央⾃動⾞道笹⼦トンネル天井板落下事故を受け、道路やトンネル、

橋梁などインフラの⽼朽化が問題となった。他⽅、地⽅公共団体においては、公共施設の⽼
朽化、改修・更新費⽤などの増⼤や地⽅財政の悪化に対応するため施設の総量を抑制(削減)、
複合化、集約化を図ることや予防保全・⻑寿命化を推進することと予算の平準化を図る必要
性に迫られていた。これらのことから、政府全体の取組として、国⺠⽣活や社会経済活動を
⽀えるインフラ（国⽴⼤学は建物、ライフライン等）に関する維持管理等の⽅向性を⽰す基
本的な計画である｢インフラ⻑寿命化基本計画｣が平成２５年１１⽉に政府により策定された。
この基本計画には、国⺠の安全・安⼼を確保するための、中⻑期的な維持管理・更新等のメ
ンテナンスサイクルの構築、また、そのために必要な財源の確保については、国や地⽅公共
団体の厳しい財政状況下にあって、トータルコストの縮減や予算の平準化を図ること等を⽰
している。 

 
◆⽂部科学省の対応 
 ・平成２７年 ３⽉ ⽂部科学省インフラ⻑寿命化計画（⾏動計画）策定 
 ・平成２７年 ３⽉ インフラ⻑寿命化計画（⾏動計画・個別施設計画）策定の依頼 
 ・令和 ３年 ３⽉ ⽂部科学省インフラ⻑寿命化計画（⾏動計画）改定 
 ・令和 ４年１２⽉ インフラ⻑寿命化計画（⾏動計画）更新の依頼 
   ※⾏動計画とは、インフラ⻑寿化計画を進めるための⽅針等を⽰したもの。 
   ※個別施設計画とは、個々の施設の具体的な整備⽅針を⽰したもの。 
 
◆本学の対応 
 ・平成２８年３⽉ 千葉⼤学インフラ⻑寿命化計画（⾏動計画）策定 
 ・平成２９年３⽉ 千葉⼤学インフラ⻑寿命化計画（個別施設計画）策定 
 
◆計画の内容 
   【⾏動計画】             【個別施設計画】 
    １．⽬的               １．計画期間（⾏動計画に同じ） 
    ２．⻑寿命化の考え⽅         ２．対象施設（ 〃 ） 
    ３．計画期間             ３．⻑寿命化の基本⽅針（ 〃 ） 
    ４．対象施設             ４．⻑寿命化の実施計画 
    ５．現状と課題              ・予算の平準化 
    ６．中⻑期的なコストの⾒通し       ・優先順位付と年次計画 
    ７．取組の⽅向性           ５．⻑寿命化計画の継続的運⽤⽅針 
    ８．フォローアップ計画 
 
◆今後のスケジュール 
 ・令和 ５年３⽉２８⽇ 千葉⼤学インフラ⻑寿命化計画（⾏動計画）改定 
 ・令和 ５年３⽉２８⽇ 千葉⼤学インフラ⻑寿命化計画（個別施設計画）改定 
 ・令和 ５年３⽉末   ⽂部科学省へ提出、 
 ・令和 ５年３⽉末   ＨＰにて学内及び学外へ公表 
 
 

以上。 
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